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1　は　じ　め　に

第1報では∴連作と作物の生育・収量，各種障害の発生

及び植物寄生性線虫等との関係について報告したが，本報

では連作が土壌の理化学性に及ぼす影響を検討した。

2　試　験　方　法

土壌の硬度と三相分布の調査には，試験5年目の連作畑

と初作畑を供し．前者は深さ40cmまでを10cmごとに1区

10反乱後者は0～15cm層と15－40cm層について5反復

測定した。測定には∴買入式土壌硬度計（DIK－5520）と

実容積測定装置（DIK－100）を用いた。化学分析は，各

作物の収穫後に1区5地点から，深さ0－15cm層と15～

40cm層の土壌を採取して，混合・風乾後2mmメッシュ

で筒別し，前報に準じた方法で行った。

3　実験結果及び考察

土壌硬度の測定結果は図1に示した。表層土（10，20cm）

は下層土（30．40cm）に比べて著しく低く，その範囲は

1．39～8．28及び8．15～20．36であった。土壌別の比較では，

表層土は淡色土畑より腐植土畑が低い傾向を示したが，下

層土での差は小さかった。ま‾た，連作畑は初作畑に比較し

て全般に低い傾向にあり，作物間ではダイコンとキャベツ

区の表層土が低く，インゲマメとトマト区が高い傾向にあっ

た。これには収穫期間の踏圧が影響しているものと思われ

る。土壌の三相分布を図2に示したが，ダイコンとインゲ
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図1　土壌硬度の比較
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図2　土壌の三相分布

ンマメ区は，他の区に比べて固相率が低く，孔隙率が高い

傾向にあった。また，ダイコン区の液相率は他の区よりか

なり高い値を示した。連作畑と初作畑との比較では，両土

壌のインゲンマメ，ダイコン．スイートコーン区，淡色土

畑のエンバク区，腐植土畑のトマト，ユダマメ区等の閲相

率が連作畑で低い傾向を示した。

土壌の化学性については，供試前と跡地土壌を5年間分

析したが，表1には供試前と1年目及び5年日の結果を示

した。pHは供試前よりも試験1年目が若干高まったが，
5年目にはいずれの区も酸性化の傾向を示した。腐植土畑

のpHは淡色土畑に比べて，供試前及び試験5年間を通じ
低く推移したが，区間での差は明らかでなかった。全窒素

含量は腐植土畑の約3倍近い値を示した。連作5年目では，

淡色土畑のエダマメ区と腐植土畑のインゲンマメ，エンバ

ク区を除き，1年目より増加する傾向を示し．淡色土畑で

の増加割合が高かった。全炭素含量は，淡色土畑が著しく

低く，腐植土畑の1／4以下の値であり，土壌の種掛こよ

る差は分析項目中点も大きかった。連作5年目の土壌では

1年目に比較していずれも増加傾向を示した。炭素率は，

淡色土畑より腐植土畑が高く，淡色土畑の全区と腐植土畑

のインゲンマメ，スイートコーン，エンバク，キャベツ区

は連作5年目が高い傾向を示した。

燐酸含量は両圃場とも極めて少ないため，1／5N－IICl

溶出液を用いて定量した。腐植土畑は，淡色土畑に比べて

全般的に高い傾向を示した。連作5年目では淡色土畑のユ

ダマメ区以外は，いずれも増加傾向を示したが，エンバク
区の増加割合は両圃場で低く∴淡色土畑のユダマメ区では
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表1上射ヒ学性の比較　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（0＿15。。）

： 試 験 区 右目験 p H
全室 嚢

T －N

全 炭 素

T －C
炭 素 率 置 換 性 塩 基 （喝 ／100 g ） 吸 収 係 数

C E C

年 次 （H 20 ）
（％ ） （％ ）

C ／N P ℡0 ｝ K 2 0 C a O M g O　 M m O F e 7 0 1 A lt O さ N P 2 0 ｝ （m e ）

イ ン ゲ ンマ メ

供 拭 前 6 ．4 1 0 ．（乃0 0 ．84 9．6 3 ．2 17 ，7 2 0 5 8 4 0 ．5 0 12 1 2 ，45 2 6 12 2．3 12 19 ．9

1 年 日 6 ．5 4 0．1 05 0 ．甥 9．4 3 ．7 34 ．6 2 3 5 8 0　　 0 ．6 6 132 2 ．9 76 62 0 2 ．2 14 19 ．2

5 年 目 5．8 3 0 ．123 1．40 11．4 10 ．8 65 ．8 2 59 62　　 0 ．7 7 118 2 ．0 3 t 5 19 l．8 3 2 20 ．5

ダ　 イ　 コ　 ン l 年 目 6 ．9 1 0 1∞ 4 0 ．9 1 9．6 5 ．2 19 ．8 2 68 102　　 0 13 1 137 2 ．5 70 6飢 2 ．】86 19 ．5

淡 5 年 日 6．23 0 ．㈱ 1．20 12．2 12 ．1 30 ．7 2 7 1 74　　 0．57 114 1．8 57 53 7 1 ．8 0 5 2 1．1

スィー トコー ン 1 年 日 6 ．3 9 0 1川5 0 ．9 0 8．5 5 ．7 30 ．2 2 3 1 74 】．25 136 2 ．4 94 爛 2 ．17 8 2 0．0

色 5 年 日 5 ．8 9 0 ．135 1．5 1 11．2 9 ．9 59 ．8 2 3 1 55 】．36 103 1．8 測 54 6 1．8 5 4 2 0．2

エ　 ン　 バ　 ク l 年 目 6 ．8 5 0 ．0 96 0 ．8 9 9．3 4 ．1 17 ．1 2 5 2 10 3 0 ．28 14 1 2 ．4 24 6 24 2 ．柑2 19．6

土 5 年 日 6 ．47 0 ．137 1．：蛤 10 ．0 4 ．3 40 ．0 2 94 10 1 1．3 1 ！拾 日和9 封 2 】．8 2 】 2 0．9

キ　 ャ　 ベ　 ツ 1 年 目 7 ．16 0 ．102 1．0 0 9．8 3 ．6 23 ．3 2 87 107　　 0 ．18 135 2 ．3 7 1 G B 2 ．】6 6 20 ．4

佃 5 年 目 6 ．06 0 ．128 1．3 1 10 ．2 5 ．6 43 ．9 2 70 8 1 0 ．45 98 1．g 】8 54 8 1．8 42 2 1．1

ト　　 マ　　 ト l 年 目 6 ．8 5 0 ．10 0 0 ．9 7 9 17 5 ．5 25 ，3 27 2 102 0 ．42 137 2 ．3 7 1 6 26 2 ．19 4 2 11 1

5 年 目 6 （旧 0 13 7 L 37 10 ．0 1 1．4 56 ．7 28 5 77 0 ．6 5 10 9 1．8 1Jl 542 1．7 73 2 1．5

エ　 ダ　 マ　 メ 1 年 日 6 ．8 5 0 ．1 1Ⅰ 1．（減 9 ，4 5 ．8 28 ．3 26 5 gO ：0 ・2 2 13 1 2．377 6 19 2 ．170 2 2 ．7

5 年 日 6 ．47 0 ．0 ％ 1．10 日 ，2 5 ．6 40 ．7 2 73 釘 l o r5 0 10 5 1．753 5 43 L 8 23 2 1．0

イ ン ゲ ンマ メ

供 試 前 6 ．16 0．3 10 4．58 14 ．8 5 ．0

11．4

2 2．0

2 4．2

4 0．2

5 4 ．8

22 2

33 2

74

92

【 1．桐

0 ．64

4 5 2．5 15 6 2 0 2 ．2 80 26 ．6

l 年 目 6 ．29 0．338 4．62 13．7 5 3 2 ．820 6 18 2 ．2 00 27 ．3

5 年 目 5 ．68 0 ．33 4 1 5．4 1 16 ．2 33 4　　 58　　 0 ．6 9 5 9 1、99 3 56 5 1、糾 2 28 ．5

膚 ダ　 イ　 コ　 ン U 年 目 6 ．2 5 0 ．27 3 4．44 16 ．3 9 ．8 26 ．0 駕〉9 82 0 ．6 0 5 3 2 ．58 9 64 1 2．2 16 26 ．5

5 年 目 5 ．6 1 0 ．32 7 5．日 15 ．6 2 2．7 32 ．0 2％ 40 0 ．68 5 6 1．9 18 560 1．8 43 27 ．0

スィー トコー ン 1 年 目 6 ．3 0 0 ．32 7 4 ．47 13．7 15．7　　 29 ．6 32 3 83 0 ．8 7 印 2 ．52 7 63 2 2．174 27 ．0

格 5 年 日 5＿5 8 0 ．3 37 5 ．19 15，4 2 5 ．6　　 59 ＿9 3 06　　　 49　 Ⅰ．2 4 4 3 I．鋸 7 54 2 1．78 3 2 7．6

エ　 ン　 バ　 ク Ⅰ年 目 6 ．4 8 0 ．3 35 4 ．3 7 13．0 10 ．9　　 23 ．5 3 29 93 0 ．6 2 5 8 2 ．4 09 63 2 2．16 6 26 ．9

士
5 年 日 5．8 1 0 ．3 17 4 ．9 5 15 ．6 Ⅰ3 ．7 34 ．8 二2 2 89　　 0 ＿6 2 叩 1．8 7 1 54 6 1．7 75 2 7．5

キ　 ャ　 ベ　 ツ t 年 目 6．5 1 0 ．3 09 4 ．4 4 14 ．4 9 ．9　　 25 ．3 33 1 10 1 0．4 9 54 2．4 19 田 4 2 ．146 2 6．2

5 年 目 5 76 0 3 29 4 ．9 6 15 1 19 ．7 35 ．4 3 3 6　　　 77 0．49 3 7 1．8 75 5 54 l．8 0】 2 7 ．9

畑 ト　 マ　 ト 1 年 日 ≡　6 ．29 0 ．2 79 4 ．7 1 】6 ．9 14 ．4 ‡ 43 ．9 344 100 0 ．64 52 2．4 7 5 63 9 2 ．2 24 3 1．3

5 年 臼 5 ＿70 0 3 48 5 ．2 5 15 ．1 24 ．5 6 3．1

．3 3．5

． 重 し 萱 ＿題 45 1．8 5 7 538 1．7 97 2 8 ．9

ユ　 ダ　 マ　 メ 1 年 日 6 ．52 0 12 72 4 ．4 1 16 ．2 16 ．3 48 2 ．亜 9 朗3 2．柑4 3 0 ．9

5 年 目 6．04 0 ．3 13 4 ．！旧 16 ．0 20 ．5 4 5 ．0 3旦 1、8 2 4 537 1．7 48 2 7 ．5

注，供試前はl圃場6地点の．試験跡地は2連の平均俄を示した。

差が明らかでなかった。これらの傾向には．燐酸の施肥量

がかなり影響しているものと考えられる。燐酸の増加傾向

は，腐植t畑では下層上でも同様に認められたが，淡色土

畑での増加割合は低く，エンバクとェダマメ区では逆に減

少する傾向を示した。次に，カリウム含量についてみると，

上蟻の種掛こよる差は小さく，区間の傾向も規似していた。

連作5年日の含星はいずれの区も増加し，インゲンマメ，

スイートコーンートマト区が顕著で，増加割合の点も低い

腐植上畑のダイコン区でも，1年臼より約20％の増加率を

示した。この傾向はダイコンとエンバク区を除く，各区の

下層土でも顔著に認められ，カリ肥料の蓄積が確認された。

一方．試験期間中にかなりの苦土石灰を施用したにもかか

わらず．カルシウム含虫は，淡色1二他のインゲンマメとェ

ンバク区が若干増加したのみで．他の医での差は明らかで

なかった。またマグネシウム含量はいずれの区でも減少傾

向を示し，なかでも腐植土畑のダイコンとトマトでの減少

が著しかった。置換性マンガン虫が　土壌反応の影響をう

けることは衆知のところであるが，本試験の連作5年巨に

おいても，土壌の酸性化に伴うマンガン含量の増加傾向が

認められた。鉄含員は，淡色土畑が腐植土畑より著しく高

く，連作5年Rでは腐植＿l側のインゲンマメとダイコン区

を除いて，いずれも減少する傾向を示した。アルミニウム

含星は1二康の樗矧こよる差が小さく，連作5年日では減少

傾向を示した。零素及び燐酸吸収係数は，アルミニウムと

同様の傾向であった。塩基置換容星は淡色上欄より腐植土

柵が－引、傾向にあり，連作5年日では両開場のエダマメ区

と腐植十畑のトマト区を除いて，僅かながら高まる傾向を

示した。

以上の結果から，作物の種板や肥培の違いが，土壌の硬

度，pH，塩基含量等にかなりの影響を及ぼすことが認め
られ，これには収穫時における踏圧や施肥量が関係してい
るものと思われた。また，カリウムの著しい増加とマグネ

シウムの減少等は，土壌中のMg／K値の低下を招き，土
壌改良目標値をかなり下回る傾向を示していた。これらの詳

細については，名分収支面と合わせて現在検討中である。
熟細化等に関する今後の研究には，土壌養分の富化と共

に，塩基バランスの十分な配慮が重要と考えられた。

4　ま　と　め

第1報に引き続き，連作が土壌の理化学性に及ぼす影響

を調査した。

1）土壌硬度は表層土（下層土．腐植土畑＜淡色土畑，連

作畑＜初作畑の傾向で，キャベツとダイコン区が低く，

インゲンマメとトマトが高かった。2）インゲンマメとダ

イコン区は他の区より固相率が低く，孔隙率は高かった。

3）淡色土畑は腐植土畑に比べて，pHと鉄含量が高かっ
たが．他の化学成分含量はかなり低かった。4）連作5年

口の土壌は，いずれも酸性化の傾向を示した。全窒素．

全炭素一燐酸，カリウム，マンガン含量は増加し，マグ
ネシウム，鉄，アルミニウム含量と窒素及び燐酸吸収係
数は低ドする傾向が認められた。なかでも．カリウム含

量の増加が顕著であった。
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